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通期業績予想値と実績値との差異、配当予想の修正 

及び特別損失の計上に関するお知らせ 

 

 

平成 23 年３月 11 日に発生いたしました東日本大震災に伴う特別損失を計上するとともに、 近の業績

動向を踏まえ、平成 22 年 12 月７日に公表しました通期業績予想数値と本日公表の実績値に差異が生じ

ましたので、お知らせいたします。 

 また、平成 22 年６月 11 日に公表しました平成 23 年４月期の配当予想につきまして、下記のとおり修正

いたしますので、併せてお知らせいたします。 

 

記 

                                            

１． 平成 23 年４月期通期連結業績予想数値の差異（平成 22 年５月 1 日～平成 23 年４月 30 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益

百万円   百万円 百万円 百万円 円 銭
前回発表予想（A） 

14,200     200 50 0 0.00

実績値（B） 13,844 171 △11 △278 △10.73

増減額（B－A） △356 △29 △61   △278 

増減率（％）   △2.5％ △14.5％  －％   －％ 

（ご参考）前期実績 

（平成 22 年４月期)  
13,946 200 95 57 2.23

                                             

 
２． 平成 23 年４月期個別業績予想数値の差異（平成 22 年５月 1 日～平成 23 年４月 30 日）                  

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益

百万円   百万円 百万円 百万円 円 銭
前回発表予想（A） 

11,700     200 80 30 1.15

実績値（B） 11,356 127 13 △229 △8.84

増減額（B－A） △344 △73 △67   △259 

増減率（％）   △2.9％ △36.5％  △83.8％ －％ 

（ご参考）前期実績 

（平成 22 年４月期)  
11,579 202 81 31 1.21

 

 



 

３．差異の理由 

（１）東日本大震災における損害として、特別損失を計上することといたしました。 

   平成 23 年３月 11 日に東日本大震災が発生したことにより、当社の石巻営業所、八戸事務所の

土地・建物等の固定資産と製商品の在庫に損失が生じました。また、取引先の債権の貸倒引当

金繰入額等の発生により災害損失 193 百万円を計上いたしました。 

   なお、八戸事務所は復旧完了し４月から、石巻営業所は移転完了し５月から、営業再開してお

ります。 

  災害損失の主な内訳は以下のとおりです。 

たな卸資産の滅失等に伴う損失 13 百万円

固定資産の減損等に伴う損失 19 百万円

貸倒引当金繰入額 132 百万円

その他 28 百万円

 

（２）上記以外の要因 

   漁業関連事業の売上高が、昨夏の猛暑の影響等により落ち込み、期末に向け挽回を期してお

りました。しかし、震災の影響により、売上高が当初計画に対して未達となり、利益の低迷の一因と

なりました。また、期中に円高が進んだことにより為替差損が 56 百万円発生し、営業外費用に計

上いたしました。退職給付制度改定により、連結上、当社グル-プでは特別利益の発生になったも

のの個別では特別損失を計上することとなりました。 

 

４．配当予想の修正について 

 年間配当金 

 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

前回予想 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭

(平成 22 年６月 11 日発表) ― 0.00 ― 1.00 1.00

今回修正予想 ― ― ― 0.00 0.00

当期実績 ― 0.00 ―  

前期実績 

(平成 22 年４月期) 
― 0.00 ― 1.00 1.00

 

 

５．修正の理由 

当社グループでは、株主の皆様への利益還元を経営の重要課題の一つに位置づけ、利益配分につ

きましては、企業体質の強化を図りつつ、利益状況に応じた、安定的な配当を継続して行うことを基本方

針とし、内部留保金が発生した場合は、借入金の返済に充当し、財務体質の強化を図ることとしておりま

す。 

当連結会計年度につきましては、業績の向上に鋭意努力してまいりましたが、当期純損失の計上を余

儀なくされることとなったため、１株につき１円の配当を予想しておりましたが、誠に遺憾ながら無配とさせ

ていただきます。 

今後の配当につきまして、業績の回復、収益力の向上に全社一丸となって鋭意努力して安定的な黒

字化を実現し、来期に復配が行えるように注力してまいる所存です。 

 

（注）本資料に記載された業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成し

たものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

以上 


